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（開示事項の経過）動物用幹細胞培養上清液を用いたアンチエイジング研究（再生医療分野）  

共同研究コンソーシアムの立ち上げに関するお知らせ 

～犬胎盤由来幹細胞培養上清液投与後に認められた遺伝子発現変化について～ 

  

 当社は、2026 年 4 月 9 日付「動物用幹細胞培養上清液を用いたアンチエイジング研究（再生医療分野）共

同研究コンソーシアムの立ち上げに関するお知らせ」において、動物用幹細胞培養上清液を用いたアンチエイ

ジング研究（再生医療分野）に関する臨床研究について、グループ外の動物病院及び獣医師との共同研究コン

ソーシアムを立ち上げることをお知らせしておりましたが、この度、犬胎盤由来幹細胞培養上清液（SC-CM）

投与後の血液由来細胞における遺伝子発現変化を解析し、興味深い知見を得ましたのでご報告いたします。 

 

2026 年 4 月 9 日付けで既に開示しておりますが、2025 年 11 月に開催された「第 68 回比較統合医療学会」

において、SC-CM を投与した高齢犬に活動量の増加が認められ、アンチエイジング効果が示唆されたことを発

表し、栄誉ある学会長賞を受賞し、学術的にも高い関心を集めました。今回、その作用機序の一端を明らかに

することを目的として、5 例の犬を対象とした探索的解析を実施しました。SC-CM 投与前後に採血を行い、血

液由来細胞の遺伝子発現を解析したところ、結果として以下の結果が得られました。 

 

【探索的遺伝子発現解析の結果】 

全 5例において、投与前と比較して投与後に「TNF遺伝子の発現量低下」が認められた。 

 

高齢化に伴い、人と同様に動物においても慢性的な炎症状態が生じることがあります。このような慢性

炎症は活動量の低下を招く要因の一つと考えられており、その抑制はアンチエイジングにつながる可能性が

あります。TNF は炎症反応に関与する重要な因子であり、その発現量の低下は炎症の抑制を示唆するもので

す。今回確認された TNF 遺伝子発現量の低下は、SC-CM によるアンチエイジング効果を反映している可能性

があります。 

 

【今後の研究の方向性】 

今回の上記の探索的遺伝子発現解析の結果を踏まえ、今後は、既にお知らせしております SC-CM に関す

るコンソーシアムの設立を起点として、研究プロトコルを拡充し、活動量の臨床研究だけではなく、血液由

来細胞の遺伝子解析も組み入れることで、アンチエイジングの学術研究を深化させ、より多くの症例を対象

とした遺伝子解析を進めてまいります。また、TNF 以外の遺伝子についても包括的な解析を実施することで、

SC-CMの作用機序のさらなる解明を目指してまいります。 

 

現在、獣医療領域においては再生医療に関する統一的なガイドラインが十分に整備されていない状況で

す。当社は今後も臨床研究データの蓄積を進めるとともに、獣医療領域における再生医療ガイドラインの策

定に向けた業界をリードする取り組みにも貢献してまいりたいと考えております。 

以上 


